
　ポンプ置場の老朽化による新築並びに手引小型動力ポンプから小型動力ポンプ付積載車へ変更
したことによる収納スペースの確保に伴い、消防ポンプ置場を7棟整備した。

45,444,000 42,530,250 41,300,000 1,230,250

石巻市北上町十三浜字東田15番１ 平成22年3月12日

国(県)支出金 地方債

成果に係る評価

  地域防災拠点の確立のため、ポンプ置場の整備を継続していく必要性がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

その他 一般財源

石巻市鹿又字欠山10番5 平成22年3月12日

成　　　　果

地域防災拠点の確立と消防施設の強化が図られた。

取　組　実　績

ポンプ置場名称

北上消防団第2分団
月浜班

河南消防団第1分団第3部
大沢班 石巻市北村字大沢堤下60番地1 平成21年12月18日

牡鹿消防団第7分団
谷川班 石巻市谷川浜祝浜7番地2 平成21年12月22日

河南消防団第2分団第6部
黒沢班 石巻市前谷地字黒沢前10番地1 平成21年12月18日

河南消防団第3分団第4部
中山班

石巻消防団第2分団第2部
釜・大街道班 石巻市新館二丁目20番4 平成22年2月12日

雄勝消防団第5分団
水浜班 石巻市雄勝町水浜字向35番3 平成22年1月29日

事　業　名 消防団ポンプ置場整備事業

9

建築場所 竣工月日

1 項 消防費

目的及び事業内容

　消防団活動の拠点として、地区住民の安全・安心の確保を図る。

小　事　業 消防施設関係費

目 消防施設費 ( 2 )

基
本
計
画

安心して健やかに暮らせるまち

日常の身近な安全性を高める

消防・救急救助を充実する

第 6 節

予
算
科
目

第 4 章

3

款 消防費
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73,05034,064,000 34,063,050 13,090,000 20,900,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　火災等の災害から、住民の生命と財産を保護するため、無水利地区への水利確保は必要であり、耐震
性貯水槽の整備を継続していく必要性がある。

　無水利地域へ耐震性貯水槽を設置したことで、地域住民の安心・安全生活の確保と消防施設の
充実、強化が図られた。

石巻市広渕字牛頭地内

成　　　　果

取　組　実　績

　無水利地域に耐震性貯水槽を5基新設した。

1基

石巻市橋浦字袖山地内 1基

石巻市十三浜字大室地内 1基

石巻市小船越字四番一江地内 1基

石巻市大森字町地内 1基

事　業　名 耐震性貯水槽整備事業

9

設置箇所 設置基数

1 項 消防費

目的及び事業内容

  災害等発生時における無水利地域の水利確保のため、耐震性貯水槽を整備し、災害対策のさらなる充
実を図る。

小　事　業 消防施設関係費

目 消防施設費 ( 2 )

基
本
計
画

安心して健やかに暮らせるまち

日常の身近な安全性を高める

消防・救急救助を充実する

第 6 節

予
算
科
目

第 4 章

3

款 消防費
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 消防車両更新計画に基づき、消防車両8台・動力ポンプ4台、計12台を整備した。

54,044,000 54,043,500 9,606,500

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

成　　　　果

成果に係る評価

  火災等からの災害から、地域住民の安心・安全生活の確保のため、消防車両の更新整備は継続して行
う必要性がある。

　消防車両等を整備したことで、地域住民の安心・安全生活の確保と消防設備の充実と地域消防力の向
上が図られた。

小型動力ポンプ付軽積載車 1台 雄勝消防団第5分団分浜班

小型動力ポンプ 4台

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

16,737,000 27,700,000

その他 一般財源

石巻消防団第5分団第4部高木東班

石巻消防団第6分団第1部水沼西班

河南消防団第1分団第3部大沢班

牡鹿消防団第8分団前網班

河南消防団第2分団第6部黒沢班

河南消防団第3分団第4部中山班

桃生消防団第3分団高須賀班

河北消防団第1分団第3部皿貝班

河北消防団第3分団第3部三輪田下班

牡鹿消防団第2分団十八成班

事　業　名 消防自動車整備事業〔経済〕

9

取　組　実　績

車　 種 台　数 配 置 場 所

小型動力ポンプ付積載車 7台

石巻消防団第2分団第1部中里班

1 項 消防費

目的及び事業内容

　火災等の災害からの安全確保と安心安全な暮らしの実現の観点から、地域消防力の充実と強化を図
る。

予
算
科
目

第 4 章

3

小　事　業 消防自動車関係費

目 消防施設費 ( 2 )

款 消防費
基
本
計
画

安心して健やかに暮らせるまち

日常の身近な安全性を高める

消防・救急救助を充実する

第 6 節
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消

安心して健やかに暮らせるまち
予
算
科
目

目 消防施設費

第 4 章

3 ( 2 )

日常の身近な安全性を高める

9 款

1,600.11㎡

建築面積   399.28㎡

構造種目 鉄骨造平屋建

平成22年3月15日

建設場所

河北消防署北上出張所消防庁舎整備事業

　消防出張所を移設新築することにより、災害時における地域防災拠点としての機能の充実及び消防力
の向上や災害に対する防御体制の強化等合併市域の均衡ある発展に資する。

小　事　業 河北消防署北上出張所建設事業費

事　業　名

業務運用開始日 平成22年4月1日

目的及び事業内容

取　組　実　績

救急自動車

石巻市北上町十三浜字月浜88番地1ほか

敷地面積

消防費
基
本
計
画

1 項 消防費 第 6 節

消防・救急救助を充実する

1台

人員 11人

車両 3台

建設概要

竣工月日

消防ポンプ自動車（CD－Ⅰ型）

施設概要

成果に係る評価
  常備消防施設を整備することにより、災害時や緊急時の対応が円滑化され、地域の防災力・消防力の
強化が図られた。

広報連絡車 1台

1台

成　　　　果

配置現勢

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

10,364,190

　北上地区全域を管轄する消防出張所として、地域の消防力の向上や災害に対する防御体制の強化が図
られた。

133,176,000 133,064,190 122,700,000
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安心して健やかに暮らせるまち

災害に対する備えを充実する

防災意識の向上と円滑な避難体制をつくる

第 7 節

目 災害対策費 ( 3 )

款 消防費
基
本
計
画

1 項 消防費

目的及び事業内容

　災害時における被害の防止及び軽減を図るため自主防災組織自らが行う、消火、避難誘導、救出救
護、給食給水等の訓練の実施に対し、その経費を負担することで、自主防災組織の負担を軽減し、訓練
実施の機会を助長する。

予
算
科
目

第 4 章

5

小　事　業 災害対策費

事　業　名 自主防災組織防災訓練補助事業

9

取　組　実　績

実費相当額（2万円を限度）を限度として、自主防災組織訓練費用の一部を補助した。

・防災訓練補助金交付団体数：13団体

・防災訓練補助金交付金額　：249,792円

成　　　　果

決算額

訓練の実施に伴い、地域の連帯感が醸成され、地域ぐるみの防災体制の確立が図られた。

249,792

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　自主防災組織が機能することで地域の防災力が向上し、その結果、減災に繋げることができる。地域
ぐるみでの防災力の向上は非常に重要であり、今後も「自助、共助、公助」の共助の精神が全市域に浸
透するまで事業を継続する必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額

600,000 249,792
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194

1,435,0742,400,000 1,435,074

68.6%170 62.7%

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　自主防災組織が機能することで地域の防災力が向上し、その結果、減災に繋げることができる。地域
ぐるみでの防災力の向上は非常に重要であり、今後も「自助、共助、公助」の共助の精神が全市域に浸
透するまで事業を継続する必要がある。

組織数 組織率

158 62.1%

組織数 組織率 組織数 組織率

・年度毎自主防災組織の組織数及び組織率

平成19年度末 平成20年度末 平成21年度末

防災資機材購入の補助を行うことによって、自主防災組織の組織率の向上及び防災資機材を有効
に活用することで、住民の防災意識の高揚と地域防災力の向上が図られた。

成　　　　果

・防災訓練補助金交付金額　　：1,435,074円

事　業　名 自主防災組織防災資機材等購入費補助事業

9

取　組　実　績

自主防災組織の結成時に世帯数に応じて、防災資機材購入費用の一部を補助した。

・防災資機材補助金交付団体数：13団体

1 項 消防費

目的及び事業内容

　自主防災組織の育成を支援するため、防災活動を行う上で必要な防災資機材の購入に対し補助金を交
付し、もって地域ぐるみの防災体制の確立を図る。また、資機材の補助を行うことによって、自主防災
組織の設立に寄与し、市全体の自主防災組織の組織率の向上を図る。

予
算
科
目

第 4 章

5

小　事　業 災害対策費

目 災害対策費 ( 3 )

款 消防費
基
本
計
画

安心して健やかに暮らせるまち

災害に対する備えを充実する

防災意識の向上と円滑な避難体制をつくる

第 7 節
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438,900441,000 438,900

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　災害発生時の非常用トイレの配備については、一般避難者だけでなく、特に要援護者には必要不可欠
である。今後も各避難所に設置できるよう事業の継続が必要である。

災害用簡易トイレの適正備蓄が進められ、避難所等の生活環境の保全が図られる。

成　　　　果

・簡易組立式トイレ購入数　：2基

・簡易組立式トイレ購入金額：438,900円

事　業　名 災害用簡易トイレ備蓄事業

9

取　組　実　績

災害発生時には、ライフラインの寸断により水洗トイレの使用が困難となることが予想される
ことから、避難所での使用を想定して簡易組み立て式のトイレを購入した。

1 項 消防費

目的及び事業内容

　災害発生時における、し尿処理対策は、被災住民の生活環境保全や精神的な安定を図るため重要であ
ることから、緊急時に備え、し尿処理施設の整備を図る。

予
算
科
目

第 4 章

5

小　事　業 災害対策費

安心して健やかに暮らせるまち

災害に対する備えを充実する

防災意識の向上と円滑な避難体制をつくる

第 7 節

目 災害対策費 ( 3 )

款 消防費
基
本
計
画
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